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人口の約 40％を少数民族が占める。軍事政権が公式に認めている 135 の
民族グループは，8 つの主要な国民的民族( ⅲ )に分類されている。しかし，信
頼できる人口統計がないため，どのデータもかなり慎重に扱う必要がある。
1974 年の設立以降，ミャンマーは行政上，人口の大部分がおもに住ん
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党（Burma Socialist Programme Party：BSPP）による一党独裁体制を
築いた。憲法は無効となり，反抗する者は投獄され，組織結成の動きは厳
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マー民族民主同盟軍（Myanmar National Democratic Alliance Army：
MNDAA），ワ地域のワ州連合軍（United Wa State Army ： UWSA），シャ
ン州東部モンラー地域の民族民主同盟軍（National Democratic Alliance 
Army ： NDAA）である。最後に CPB を離脱したグループは，カチン州




















沿いの組織，すなわち KNU，カレンニー民族進歩党（Karenni National 
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し合ったが，彼らは同意しなかった｣ と KIO 幹部は言う。｢われわれ KIO
は，まず停戦して，それから一歩ずつ政治的解決をみいだすという考えだっ



































マー軍の軍事的圧力に加えて，1995 年初にマナプロウの KNU と民族民
主戦線の司令部が陥落したことが NMSP のリーダーに，領土の支配を維
持するにはおそらく停戦が唯一の道であるということを確信させた。モン
州の州都で 4 回にわたって交渉が行われた後，NMSP は 1995 年 6 月に
停戦協定を締結した。
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レン仏教徒軍（Democratic Karen Buddhist Army：DKBA）を組織した。
ミャンマー国軍はすぐに，支援とカレン地方の領土の支配権を与える見返
りに DKBA に対し停戦を提示した。
DKBA の離反をめぐって KNU 内部で幹部への批判が高まったことか
ら，幹部の間で方針に変化が生じ，軍事政権との交渉に入ることとなった。







KNU と軍事政権との非公式の接触は続けられ，2004 年初めには KNU
のリーダーであるボーミャ将軍が突然ヤンゴンを訪れ，暫定的な停戦合意
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を支援することを約束し，国境地域開発計画（Border Area Development 
Programme：BADP）を策定した。これが後に格上げされて国境地域少数




















































金（税金），新兵の補充（1 家族につき少年 1 人と定めている場合もある），
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族民主連盟（Shan Nationalities League for Democracy：SNLD）およ
びほかの6政党を除くすべての少数民族政党は1990年代に違法とされた。
以来多くのリーダーや議員が逮捕され，長期の実刑判決を受けた。2005
年 2 月には SLND のリーダー，クン・トゥンウー（Hkun Htun Oo）が
逮捕され，懲役 106 年の判決を受けた。
20 年後の 2010 年 11 月 7 日，軍事政権は新たな選挙を実施した。
2010 年の選挙は USDP に有利であるといわれたが，にもかかわらず，少
数民族政党を含め多くの政党が参加することを決定した。彼らは，選挙は
長期的には政治的な変化を促す機会であり，性急に切り捨てるべきではな
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教会協議会（Myanmar Council of Churches），ミャンマーバプテスト連












Literature and Buddhist Culture Association：MLBCA）とモン文学・
文化委員会（Mon Literature and Culture Committee：MLCC）が，モ
ン族の言語，文化，歴史に関する教育を行っており，NMSP は，こうした
取り組みを積極的に支援してきた（South［2003：195-196］）。シャン州








































教会協議会（Myanmar Council of Churches），ミャンマーバプテスト連












Literature and Buddhist Culture Association：MLBCA）とモン文学・
文化委員会（Mon Literature and Culture Committee：MLCC）が，モ
ン族の言語，文化，歴史に関する教育を行っており，NMSP は，こうした
取り組みを積極的に支援してきた（South［2003：195-196］）。シャン州








































































































































































































































































































2009 年 8 月，ミャンマー軍は数日の戦闘の末にコーカン地域を占拠し




















数民族の統治および軍事体制から訣別させるものである。各 BGF には 35
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KIO から分裂しラソーンアウンワ（Lasawng Awng Wa）率いるカチン
州のグループ，カチン防衛軍（Kachin Defence Army：KDA），パオ民
族機構（Pao National Organisation：PNO），マハー・ジャ（Maha Ja）
率いるシャン州の MTA 平和グループ（MTA Peace Group），カヤー州の
カレンニー民族人民解放戦線（Karenni Nationalities People Liberation 
Front：KNPLF），カレン州の KNU から分裂した二つのグループおよび
DKBA の大部分である。しかし，KIO や UWSA といった大規模な停戦グ
ループは，国軍の提案を拒否している。













た。最後の期限は 2010 年 9 月 1 日であった。軍事政府の代表者は KIO
に対し，この期限までに同意しなければ停戦協定以前と同じ扱いを受ける




















で KIO と NDA-K の両方に対抗している。カチンのビジネスマンが率いる
RRF グループは，自らを ｢人民の軍隊｣ と称している。ほかにも多数存在
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（ⅰ）本章は本書のためにトム・クレーマー氏が寄稿された英文原稿 “Ethnic Conflict 
in Myanmar: Challenges for the New Government”を編者が監訳したものである。
（ⅱ）ただし，少数民族政党は地元の選挙区では比較的健闘した。この点については，
本書の第 1 章を参照。
（ⅲ） 原文は national ethnic races。135 の民族はビルマ語でタインインダー（土着の
民）と呼ばれ，ミャンマー国民と認識されている。このなかに，中国人，インド人，
イスラム教徒のロヒンギャー族などの住民は含まれない。
（ⅳ）ミャンマー国軍と CPB との停戦合意の経緯については，本書第 5 章を参照。
（ⅴ）本書の第 1 章を参照。





（ 1 ）ワ州連合党（United Wa State Party：UWSP）中央委員会メンバー Ya Khoo
へのインタビュー（2003 年 9 月 9 日）。
（ 2 ）KIO の声明（1993 年 7 月 16 日） 。
（ 3 ）KIO のザオセン事務局長との通信（2002 年 2 月 14 日）。
（ 4 ）KNPP 首相 Hte Bhu Phe へのインタビュー（1998 年 1 月 11 日） 。
（ 5 ）米国国務省「国際麻薬統制戦略報告書 2002｣。
（ 6 ）KIO 交渉団メンバーへのインタビュー（1999 年 2 月 28 日） 。
（ 7 ）UWSA 副議長 Xiao Min Liang へのインタビュー（2003 年 9 月 12 日），および
UWSA 中央委員会メンバー Ya Khoo へのインタビュー（2003 年 9 月 9 日）。
（ 8 ）UWSA 副議長 Xiao Min Liang へのインタビュー（2004 年 2 月 25 日） 。
（ 9 ）薬物乱用取締中央委員会（Central Committee for Drug Abuse Control） の
Hkam Awng 警察中佐へのインタビュー（2003 年 9 月 15 日）。
（10） 交渉立会人へのインタビュー（2008 年 10 月）。
（11）カヤー族コミュニティの労働者 Mae Hong Son のインタビュー（2000 年 1 月）。
（12）Human Rights Foundation of Monland ‘Living Between Two Fires： Villager 
Opinions in Armed Insurgency，’The Mon Forum， Issue No.1/2009（2009 年 1
月 31 日）。
（13）停戦グループの幹部メンバーへのインタビュー（2008 年 8 月）。
（14）Human Rights Watch/Asia， ‘Crackdown on Burmese Muslims，’July 2002。
（15）Amnesty International， ‘Myanmar: The Rohingya Minority: Fundamental 
Rights Denied， ’18 May 2004。
（16）NDAA 代表者へのインタビュー（2009 年 9 月 4 日）。
（17）KIO 代表者へのインタビュー（2009 年 9 月 1 日）。
（18）KIO 幹部へのインタビュー（2009 年 9 月 1 日）。
（19）KIO 上級幹部へのインタビュー（2009 年 9 月 1 日）。
（20）KIO および UWSA 代表者へのインタビュー（2010 年 12 月）。
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（22）KIO の地域の村に住む 50 歳の女性のインタビュー（2009 年 8 月 31 日）。
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ミャンマーには人口の 7 割を占めるビルマ族を含めて，135 ともいわ
れる多くの民族が住んでいる。ミャンマー政府が公表した統計よれば，人




前の 1939 年 8 月 15 日に結成したビルマ共産党（Communist Party of 
Burma：CPB）は，共産主義という国家体制の抜本的な改革をめざして，
時に少数民族武装勢力と共闘しながらも，独自の戦いを続けてきた（工藤
［2010 ： 9］）。この紛争は，やがてアジアで最も長く続く内戦のひとつと
なり，今日に至っても，ミャンマーの政治，外交，経済と社会などに影響
を与えている。
また，独立以来，ミャンマーの国家安全保障政策は，少数の国軍エリー
トによって決定されてきた。そしてミャンマーの安全保障観は常に，まず
国内の脅威に対する懸念に占められ，そのなかでも最も深刻なのが，それ
